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学校に賑やかさが戻ってきました 

校長 加 藤 牧 子  

 

令和２年も早いもので１か月が過ぎました。子どもたちが楽しみにしていた冬休みも終わ

り，学校では１月１４日に後学期後半がスタートしました。静かだった校舎に子どもたちの

笑い声や話し声が響き，明かりが灯ったようです。「やはり学校はこうでなければ！」と改

めて感じさせられた冬休み明け初日でした。 

 
１月１５日(水)に今年度２回目の学校経営反省会を実施し，これまでの取組について職員

・児童・保護者アンケートの結果を基に振り返りました。全体としては，よい評価をいただ

きましたが，「子ども会や地域の行事に参加している。」(81

.2％ 児童)，「テレビやゲームの時間は家庭での約束を決め

ている。」(77.2％ 保護者)等，今後検討すべき点も見られ

ました。保護者アンケートの結果についてはこの後，報告さ

せていただきますが，保護者の皆様からいただいた貴重なご

意見も踏まえて次年度に向けた計画作りを進めていきます。

                             【1/17(金)６年租税教室】 

本校では今年度，あいさつ・丁寧な言葉遣い・正しい座り方の３点について特に取り上げ

て全校で取り組んでいます。教室の中だけでなく，どこでも誰といても(一人でも)，「自分

から気持ちよくあいさつをする」「周囲の人と気持ちよく過ごせるように丁寧な言葉遣いや

行動に気を配る」「正しい姿勢で座り，相手の話を聞く」習慣が身に付くように，心掛けて

生活していこうと話しています。ご家庭でも子どもたちへの声掛けをお願いします。 

 

 

１月１日付けの「学校だより№９」で報告させていただきました，ラテン

アメリカ野球選手権の続報です。日本代表団の一員として，メキシコで中南

米地域の子どもたちと野球を通しての国際交流に参加した

本校６年の○○○○さんが元気に帰ってきました。１試合

３本のヒットを放つ猛打賞でＭＶＰのメダルをお土産に。

「小学生の時から海外で野球ができたことがうれしい。この経験を生か

して，中学校，高校と頑張りたい。そして，プロに行きたい。」と今の

気持ちを話してくれました。    

【学校教育目標】心豊かに たくましく 未来を拓く子どもの育成 

～ やさしく かしこく たくましく ～ 

 



■冬休み明け全校集会での友達の発表から  
冬休み明け全校集会で代表児童３人による発表がありました。２年生の代表は○○○○

さん，４年生は○○○○さん，６年生は○○○○さんです。３人とも，しっかり前を向き，

堂々とお話ができました。ここでは，○○○○さんの発表を抜粋して紹介します。 

 

◆児童の頑張り◆            

R1.12.１ 男鹿市潟上市南秋田郡小・中学校読書感想文コンクール  

      優良賞：５年 ○○○○ ６年 ○○○○○  

R1.12.26 第２回男鹿潟上南秋児童生徒書き初め展         

   金賞：３年 ○○○○  ６年 ○○○○ 

   銀賞：２年 ○○○○  ３年 ○○○, ○○○, ○○○○, ○○○○, ○○○○ 

      ５年 ○○○○, ○○○○ ６年 ○○○, ○○○○ 

   銅賞：３年 ○○○○, ○○○, ○○○○○, ○○○○ 

      ４年 ○○○, ○○○○, ○○○○○, ○○○○, ○○○○ 

      ５年 ○○○○, ○○○○ 

      ６年 ○○○○○, ○○○, ○○○○○, ○○○○, ○○○○○ 

R2. 1. 8  第６０回秋田県児童生徒美術展 

      入賞：２年 ○○○○ ５年 ○○○○ ６年 ○○○○ 

R2. 1.13 第22回ニプロハチ公ドーム杯フットサル大会Ｕ-10の部 

      ゴールドクラス 三位 男鹿ユナイテッドＦＣ 

             

３(月) 学校安全日 12(水) PTA授業参観・全体会・学級懇談 

４(火) なわとび記録会(長休み) 17(月) 第４回CS運営協議会 

５(水) ３年造形教室 22(土) 市スポーツ賞授賞式(市民文化会館) 

７(金) １年にこにこ交流会(幼保小交流) 

新入生入学説明会・学用品販売 

23(日) 天皇誕生日 

24(月) 振替休日 

11(火) 建国記念の日 26(水) 職員会議 
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